
教育委員会だより
　誰にでも、できることとできないことがあり
ます。そのなかで、自分なりにできることを行
っていくというのは、みなさんにとっては、当
たり前のことかもしれません。
　しかし、その「当たり前」が「当たり前」で
ないお子さんがいます。みんなと一緒に行
動することがつらい。黒板の文字をノートに
書くことがつらい。みんなの前で話すことが
つらい。まわりのみんなができることができ
ないと、「自分がわるいのではないか」と、自
分を責めてしまうこともあります。そう考える
と、まずは自分らしく生きることを肯定できる
ような環境を整え、自分なりにできることをし
ようと思える健全な心を育てていくことが何
より大切になってきます。
　学校には、言語障がい、発達障がい、学
習障がい、情緒障がい…様々な困り感を抱
えて生活している子どもたちがいます。

　そんな多様なお子さんのニーズに合わせ
て、学ぶ量の調整、適切な言葉がけ、学び方
の見直しなど、環境を整えることが大切にな
ってきます。お子さんの強みやよさを生かし、
お子さんと一緒に考えながら進めていくこと
で、本来、その子がもっている力が徐々に発
揮できるようになります。
　さらに、環境を整えることの一つに「多様
な学びの場」の選択ということがあります。
「通常学級」「通級指導教室」「特別支援
学級（知的障がい・自閉症情緒障がい・難
聴）」「特別支援学校」と、お子さんの困り感
の実態に合わせて、どの場がお子さんにと
って学びやすく、安心して生活できるのか力
を発揮できるのかを相談することができます。
　子どもたちが安心して生活し、力を発揮で
きるために、環境という視点も大切に考えて
いきたいです。

　現在、多くの学校で、地域の方のご協力
のもと、キャリア教育や「社会や生活とつな
がる学び」となる講座（特別授業）が行われ
ています。ある学校を参観したとき、光製作
所の方による講座が行われていました。子
どもたちが宇宙への関心を抱くことを願った
「ペットボトルロケット」作りの講座でした。そ
の時です。私の目に飛び込んできたのは、宙
に浮き自転する地球儀でした。
　導線もなく風圧も受けない物体が宙に浮
いて回転している現象に、強く興味をひかれ
ました。きっと磁石や電磁誘導の原理が使
われているのだろうと推測しましたが、具体
的な仕組みを知りたくなりました。
　帰宅後、早速インターネットで調べました
が、商品の紹介はあるものの、その仕組み
を説明した情報は見つかりませんでした。し
かし、よく似た現象で、宙に浮いて回るコマ
（レビトロン）を見付けました。装置を見ると、
100円均一のショップで揃えられるネオジウ
ム磁石とCDケースか
らなり、これなら自作で
きると思い、材料をそ
ろえて、解説をもとに台
座とコマを作りました。
　完成後、早速コマを回してみましたが、ま
ず、コマが回りません。台座の上に木片やプ
ラスチックのカップを置き、調整した結果、や
っと磁場の中でコマを回すことができました。
しかし、次にコマを持ち上げると、浮かなかっ
たり、突然前後左右に飛び出したりするなど、
苦難の連続でした。願いと悔しさが入り混じ
った童心のように試行錯誤に没頭した結果、
宙に浮き回転した状態を保つことができ、大
きな感動を味わいました。
　数年前に放映されたTVドラマ「下町ロケ
ット」で佃社長が発した名言「いい年したお
っさんが夢見て何が悪い」を思い出しました。
もちろん、佃社長のチャレンジと、スケールや
難易度では比べものにはなりませんが、願い
をもってあきらめず、繰り返し挑戦し続ける
点では共通するところがあると感じています。
　今回のことで様々なことを感じ、思い、考
え、学んだことがありました。

・コマを回し、浮いた状態を保つためには、
適した位置（条件）があります。様々な調
整をすることを通して、目には見えない磁
力線が見えるような感覚になりました。
・太陽の影響もあるのでしょうか。以前に成
功したときと同じ調整であっても回らない
ことがあります。時刻や天候によって磁場
が異なるなど、これが「自然の世界」と感
じました。
・一度宙に浮くと3分ほど回っています。地
面と違い抵抗が小さく、リニアに代表され
るよう多岐に渡る省エネへの利用が考え
られると思いました。
・この現象や原理は、過去に研究・学問とし
てまとめられていたでしょうが、その性質
を利用して製品化されるのが今日の多様
化でもあると思います。先に見た宙に浮く
地球儀もそうですが、様々な知識・技術を
組み合わせ、新たに生み出された製品が
生活に入ってきており、改めてそうした時
代の変化を感じました。
・これからの社会において、新たな原理や
特性を発見すること、それを利用して形に
した物を生活に生かすことなど、子どもた
ちには「生み出し活用する」力も必要にな
ると考えます。
　現在、小学3年生の理科の授業で磁石
（中学2年生で電流と磁界）を学習します。
実験を通して、「磁石に引き付けられる物」
「異極と同極」など磁石の性質を見出しま
すが、その理解で止まらず、前述のような現
象に触れることで、子どもたちの学ぶ意欲は
一段と高まるでしょう。常識を覆す現象や事
象は、間違いなく子どもたちの目を輝かせま
す。教員にとっては、こうしたことも教材研究
であり、子どもの心に火をつける営みである
とも思っています。
　子どもたちの学びは、未来社会の基盤づ
くりです。こうした探求の楽しさを味わう機
会を様々な角度から提供していきたいと考
えています。

自分を肯定できる環境を整える

「令和7年分公的年金等の源泉徴収票」が発送されました
　令和7年中に国民年金や厚生年金を受け取った方に、年金の金額や源泉徴収された所
得税額などをお知らせする「令和7年分公的年金等の源泉徴収票」が日本年金機構より1
月中旬に発送されました。源泉徴収票は所得税の確定申告の際に必要となりますので、大
切に保管してください。
紛失してしまった場合・・・
■電話で再交付
　お手元に基礎年金番号がわかるものを用意し、年金ダイヤルへご連絡ください。2週間
ほどで郵送されます。

■窓口で再交付
　年金事務所の窓口で申請ができます。再交付には基礎年金番号がわかる
もの、本人確認ができるものなどが必要となります。
※役場窓口では受付ができませんのでご注意ください。。
c岐阜南年金事務所　☎273‐6161　／　住民課　☎388‐1115

年金ダイヤル
　☎0570‐05‐1165（050で始まる電話でかける場合　☎03‐6700‐1165）
■「ねんきんネット」で再交付
　パソコンやスマートフォンを使って、ねんきんネットから申請をしてください。1週間ほどで
郵送されます。ご利用には、ねんきんネットのID登録が必要です。
ねんきんネットナビダイヤル

　☎0570‐058‐555（050で始まる電話でかける場合　☎03‐6700‐1144）

ねんきんネット

学ぶ心に火をつける
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